
国労５・27臨大闘争弾圧裁判は、４年にわたる

裁判と許さない会運動を通して、国労本部が公安

警察と一体となった弾圧の張本人だったことを暴

いてきました。国労本部の吉田進現書記長は、警

視庁の公安刑事と一緒に「検察側証人になれ」と

長野地本組合員に強要したのです。被告を有罪に

するために、国労本部派の組合員が虚偽の証言を

重ねました。また、酒田充元本部委員長は、「闘

争団は妨害勢力」「逮捕できないですかねとバス

内から警察に要請したのは私です」などと証言し

ました。笹原助雄現東京地本書記長も「警察に教

えられて威力業務妨害で被害届を出した」などと

証言しました。

他方、篠崎信一前新橋支部委員長、高橋義則元

国労本部委員長、鉄建公団訴訟原告団の酒井直昭

団長、稚内闘争団の木山誠二さん、秋田闘争団の

小玉忠憲さん、国労共闘の吉野元久さんの証言に

よって、検察側の「中核派の大会妨害」というス

トーリーの虚構性を暴いてきました。そしてこの

弾圧が、「４党合意」を推進し、闘争団を切り捨

てるために、国労本部が反対する組合員を警察権

力と一体となって弾圧した労働刑事事件であるこ

とが明らかとなっているのです。

今や国労本部は「労働者の生活と権利を守る」

「政府・資本の不当な弾圧・干渉を排する」（国

労綱領）立場から程遠い存在です。被告団と家族

会、許さない会は何度となく国労本部要請に行き

ましたが、門前払いでした。組合員を警察権力に

売り渡した本部の姿勢は、1047名闘争解体の姿勢

と一体です。許さない会は、無罪獲得・国労再生・

国鉄1047名闘争勝利を一体で闘っています。

第72回公判は、松田浩明さん（全国労組交流セ

ンター）が弁護側証人です。国労再生をかけて、

裁判勝利のため多くの仲間の結集をよびかけます。
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○12時15分～ 傍聴券闘争

○13時15分～ 104号法廷で傍聴
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組合員を警察権力に売り渡した
国労本部を許さない！

佐藤昭夫（早稲田大学名誉教授・臨大闘争弾圧事件弁護団長） 加藤晋介

（鉄建公団訴訟主任弁護士）土屋公献（日弁連元会長）高山俊吉（弁護士）

宮島尚史（労働法学者）北野弘久（憲法学者）山口孝（明治大学名誉教授）

立山学（評論家）六本木敏（国労元委員長［故人］）針生一郎（評論家）

芹澤壽良（高知短期大学名誉教授） 師岡武男（評論家）

大和田幸治（全国金属機械港合同事務局長）武建一（全日建運輸連帯労組

関西生コン支部委員長）手嶋浩一（国労九州本部元書記長）岩崎隆次郎

（元福岡県評事務局長）下山房雄（九州大学名誉教授）石村善治（福岡大

学名誉教授）中西五洲（全日自労三重県本部委員長） 小野坂弘（新潟大学

名誉教授）中野洋（動労千葉前委員長）
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国鉄1047名闘争は重大な危機に直面しています。

20年前の1987年２月16日はＪＲ不採用が宣告さ

れた日であり、国鉄被解雇者1047名にとって忘れ

ることのできない日です。そして、昨年２月16日

の感動的な集会をとおして国鉄1047名連絡会が結

成されました。ところが、その１周年の今年の２・

16集会は、1047名連絡会主催ではなく、動労千葉

を排除した形で４者４団体の主催で開催されよう

としています。

１月27日の国労中央委員会で、佐藤勝雄委員長

は、昨年11月６日の包括和解を全面賛美し「正常

な労使関係を作り上げる大きな一歩を踏み出した」

と挨拶、２・16集会を４者４団体で開催すること

を宣言したのです。本部は、ＪＲへの屈服が「不

採用事件の政治解決」を引き寄せるかのようなデ

マを言い立てているのです。ＪＲ資本に全面屈服

した国労本部は、被解雇者の団結を解体し、国鉄

1047名闘争を敗北に追いやろうとしているのです。

国鉄分割・民営化の矛盾は、尼崎事故に典型的

な安全問題、人員不足の要員問題、ＪＲ総連の組

織的危機の問題など、ＪＲ資本の危機として噴出

しています。その上に、駅業務の外注化、40歳以

下の運転士を駅業務に配置する「ライフサイクル

深度化」、運転区統廃合など、大合理化攻撃がか

けられています。現場の怒りは激しくなっていま

す。今こそ、腐りきった国労本部を打倒し、ＪＲ

資本と闘う国労を再生しよう！ 奴隷の道を拒否

し、07春闘をストライキで闘う動労千葉と共に、

国鉄1047名解雇撤回闘争の勝利にむけて闘おう！

国鉄1047名闘争の解体許すな！
今こそ奴隷の道を拒否しよう!!
●国労1047名解雇撤回闘争を貫こう！

「政治和解」路線を許すな！

「労働契約法について」
★講師：武内更一弁護士

●３月 28日（水）18時～

●弁護士会館

労働講座第２回のご案内

●５・27臨大闘争弾圧粉砕！奴隷の

道を拒否し、国労を再生しよう！
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【国労組合員ら８名の被告】

松崎博己／国労九州本部小倉地区闘争団
羽廣 憲／国労九州本部小倉地区闘争団
東 元／国労近畿地方本部大阪事業分会
富田益行／国労近畿地方本部兵庫保線分会
原田隆司／国労近畿地方本部豊岡分会
小泉 伸／国労近畿地方本部大阪貨物分会
橘日出夫／国労近畿地方本部奈良電車区分会
向山和光／国鉄闘争支援者


